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r気候変動による環境・社会影響に関する国際会議」のお知らせ

主催：気候影響・利用研究会，国連環境計画（UNEP），

　世界気象機関（WMO），国連教育科学文化機関

　（UNESCO），筑波大学

共催・後援団体（＊要請中）：日本学術会議，環境科学

　会，水文・水資源学会，土木学会，日本気象学会，日

　本建築学会，日本水産学会，日本水文科学会．日本生

　気象学会，日本生態学会，日本雪氷学会，日本地理学

　会，日本農業気象学会，

　American　Meteorological　Society＊，Commission　on

　Climatology（lntemational　Geographical　Union），

　科学技術庁＊，環境庁＊，国土庁＊，外務省，農林水産

　省＊，通商産業省＊，気象庁，建設省＊

期日：1991年1月27日（日）～2月1日（金）

場　所：筑波大学

会議の目的：（1）国内外からの多分野の研究者が集ま

　り，環境・社会に対する気候変動の影響について，研

　究方法・研究成果の高度化・共有化を推進すること．

　（2）国際的なネヅトワークを拡充し，気候変動による

　影響の研究における情報交換・研究成果の交流等の効

　率化を図ること．（3）第2回世界気候会議（SWCC）

　をフォローアップすること．

テーマ：気候のモデリング・モニタリング・シナリオ／水

　文と水資源への気候変動の影響／自然生態系への気候

　変動の影響／農林業・水産業への気候変動の影響／産

　業活動と人間生活への気候変動の影響／気候とエネル

　ギー問題／健康と人間住居への気候変動の影響／海洋

　と沿岸地域への気候変動の影響／雪氷圏と永久凍土へ

　の気候変動の影響／経済評価とリスクマネージメント

使用言語：英語

アブストラクト：400語以内とし，ダブルスペースでタ

　イプ，あるいはプリントすること．また，図表は含ま

　れていてはならない．1990年7月31目までに事務局長

　河村　武宛（住所は下記問い合わせ先住所と同じ）で

　所定の発表申し込み用紙と共に送付すること．

参加の登録：登録費……1990年7月31日まで　16，000円

　　　　　　　　　　　1990年8月1日以降　20，000円

　　　　　　　　　（バソケットおよびツアー費は別）

　　　　　　締切……1990年12月10日

　参加の登録は所定の参加申し込み用紙で行うこと．

問い合わせ：〒305つくば市天王台1－1

　筑波大学地球科学系　河村　武　Te10298－53－4404

　　　　　　　または　甲斐憲次　Te10298－53－6704

　　　　　　　　　　　　　　　FAX　O298－51－9764

　2nd　Circular，発表申し込み用紙，参加申し込み用

　紙，宿泊予約の申し込み用紙が必要な方は，ご連絡く

　ださい．
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